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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益、雇用の改善など景気の緩やかな回復基調が見ら

れますが、実質金利の低下や個人消費の低迷、中国を始めとするアジア新興国における成長の鈍化に伴う景気の

下振れ懸念など依然として先行き不透明な状況が継続しております。

このような状況下、当社グループでは、中期経営計画において策定した市場戦略と、コンテンツを活用した取

り組みの強化により、従来のプロモーション中心からＯＥＭ（注１）・物販等への拡大を推進してまいりました。

従来のプロモーションにおいては、戦略市場である流通および日用雑貨業界を中心に、ＶＭＤ商材（注２）、ＷＥ

Ｂ連動キャンペーンなど、近年の顧客の販促ニーズの変化に対応した商材提供による既存顧客の深掘りに加え、

その他の業界での新規顧客開拓を行ってまいりました。一方、コンテンツを活用した物販およびカフェなどを展

開し提供商品・サービスの幅をひとつひとつ拡げるべく積極的に事業展開を行っております。

　また、当社は事業拡大に伴い、５月に本社オフィスを移転いたしました。引き続き、付加価値の高い事業展開

と生産性向上により収益力の強化を図ってまいります。

当第２四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、まず売上高において、アミューズメント顧客

向けのＯＥＭ・物販および飲料顧客向けのプロモーション等が好調だったことにより、全体としては前年同期比

増収となりました。

　営業利益、経常利益および親会社株主に帰属する四半期純利益に関しては、主に人件費等を中心に販売費及び

一般管理費の増加があったものの、売上高の増加により前年同期比で増益となりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は5,839百万円（前年同期比13.9％増）、営業利益は

395百万円（前年同期比31.0％増）、経常利益は398百万円（前年同期比21.9％増）となりました。親会社株主に帰

属する四半期純利益は248百万円（前年同期比30.7％増）となりました。

（注１）発注元企業の名称やブランド名で販売される商品

（注２）商品展示効果を高めるため、店舗全体の空間デザインから商品の展示・陳列までを統合的に提供する商

材およびサービス

（２）財政状態に関する説明

　 （資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べて71百万円減少し、6,203百万円となりま

した。これは主に、商品が増加したものの、現金及び預金が減少したことによるものです。

　 （負債）

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末と比べて24百万円増加し、1,901百万円となりまし

た。これは主に、未払法人税等が減少したものの、買掛金が増加したことによるものです。

　 （純資産）

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末と比べて96百万円減少し、4,302百万円となりま

した。これは主に、利益剰余金が増加したものの、自己株式が増加したことおよび為替換算調整勘定が減少した

ことによるものです。

　 （キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末と比べ

220百万円減少し2,140百万円となりました。

　 （営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は156百万円（前年同期比80.0％減）となり

ました。これは主として法人税等の支払301百万円による資金の支出があったものの、税金等調整前四半期純利

益371百万円および未払費用の増加111百万円等による資金の収入があったことによるものであります。

　 （投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は88百万円（前年同期は35百万円の収入）と

なりました。これは主として有形固定資産の取得70百万円および保険積立金の積立14百万円等による支出があっ

たことによるものであります。
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　 （財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は301百万円（前年同期比370.8％増）となり

ました。これは主として配当金の支払178百万円および自己株式の取得による支出129百万円等があったことによ

るものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　 現時点において、平成28年４月26日に公表いたしました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（会計方針の変更）

　 （企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更

を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、

四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第２四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会

社株式の取得又は売却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載

し、連結範囲の変動を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に関連して生じた費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載してお

ります。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及び

事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　 なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

　 （減価償却方法の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,361,028 2,140,436

受取手形及び売掛金 2,234,627 2,159,040

商品 281,849 413,138

その他 301,291 355,910

流動資産合計 5,178,797 5,068,526

固定資産

有形固定資産 11,282 82,152

無形固定資産 21,729 23,690

投資その他の資産

投資有価証券 528,939 526,572

その他 534,460 502,773

投資その他の資産合計 1,063,399 1,029,346

固定資産合計 1,096,412 1,135,189

資産合計 6,275,209 6,203,716

負債の部

流動負債

買掛金 798,670 913,478

未払法人税等 304,780 155,473

賞与引当金 76,367 75,000

その他 338,763 387,035

流動負債合計 1,518,582 1,530,987

固定負債

退職給付に係る負債 181,245 193,293

その他 176,519 176,934

固定負債合計 357,764 370,227

負債合計 1,876,346 1,901,215

純資産の部

株主資本

資本金 220,562 220,562

資本剰余金 347,043 350,491

利益剰余金 3,671,227 3,739,906

自己株式 △52,223 △164,131

株主資本合計 4,186,609 4,146,829

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69,225 72,068

繰延ヘッジ損益 － △24

為替換算調整勘定 93,100 30,786

その他の包括利益累計額合計 162,325 102,830

新株予約権 49,926 52,841

純資産合計 4,398,862 4,302,501

負債純資産合計 6,275,209 6,203,716
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 5,128,618 5,839,255

売上原価 3,539,320 4,078,119

売上総利益 1,589,297 1,761,135

販売費及び一般管理費 1,287,731 1,366,067

営業利益 301,565 395,068

営業外収益

受取利息 2,730 2,930

受取配当金 1,612 552

為替差益 － 1,457

受取手数料 2,392 4,676

受取保険金 1,885 3,347

投資事業組合運用益 16,897 －

その他 1,519 3,519

営業外収益合計 27,037 16,484

営業外費用

自己株式取得費用 － 10,000

為替差損 1,413 －

その他 705 3,552

営業外費用合計 2,119 13,552

経常利益 326,484 398,000

特別利益

債務免除益 775 －

特別利益合計 775 －

特別損失

本社移転費用 － 26,676

特別損失合計 － 26,676

税金等調整前四半期純利益 327,259 371,324

法人税、住民税及び事業税 133,854 151,095

法人税等調整額 3,550 △27,833

法人税等合計 137,405 123,261

四半期純利益 189,854 248,063

親会社株主に帰属する四半期純利益 189,854 248,063
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 189,854 248,063

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 118,352 2,843

繰延ヘッジ損益 △72 △24

為替換算調整勘定 6,210 △62,313

その他の包括利益合計 124,490 △59,494

四半期包括利益 314,344 188,568

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 314,344 188,568
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 327,259 371,324

減価償却費 26,746 13,164

賞与引当金の増減額（△は減少） 5,399 △1,660

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 8,104 12,047

受取利息及び受取配当金 △4,342 △3,482

売上債権の増減額（△は増加） 558,168 76,974

たな卸資産の増減額（△は増加） △52,289 △144,568

仕入債務の増減額（△は減少） 47,135 101,691

未払費用の増減額（△は減少） 24,034 111,646

未払消費税等の増減額（△は減少） △75,065 △60,102

その他 △43,149 △23,486

小計 822,001 453,548

利息及び配当金の受取額 5,076 4,251

法人税等の支払額 △79,125 △301,495

法人税等の還付額 33,815 1

営業活動によるキャッシュ・フロー 781,768 156,305

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,443 △70,811

無形固定資産の取得による支出 △5,944 △13,681

保険積立金の積立による支出 △13,428 △14,680

保険積立金の解約による収入 3,952 5,992

投資事業組合からの分配による収入 51,000 4,500

その他 1,407 △186

投資活動によるキャッシュ・フロー 35,542 △88,866

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △83,328 △178,831

自己株式の取得による支出 － △129,800

自己株式の売却による収入 19,248 7,196

リース債務の返済による支出 － △231

財務活動によるキャッシュ・フロー △64,080 △301,666

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,401 13,635

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 757,632 △220,591

現金及び現金同等物の期首残高 1,888,835 2,361,028

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,646,468 2,140,436
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。
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